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五井地区の人口
（７月１日現在）

総　数　　　277,014 人
　男　　　　142,659 人
　女　　　　134,355 人
世帯数　　125,902 世帯
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つくし

岡田会長からの総会議案の説明 総会は60名の参加で開催

　地域住民の日常生活を支えるための「支えあい・助
け合い」活動の取り組みのために、社協では「会員制
度」を設けて皆さんの福祉活動への参加をお願いしてい
ます。

平成30年度の重点事業
　小域福祉ネットワーク活動への支援については、最重要課題の一つであり、バックアップ体制の構築はもとより、
未設置地区の組織づくりを喫緊の課題といたします。
　地域の福祉課題の解決には、地域住民の積極的な参加と理解を得ることが最重要と捉えられていることを踏まえ、
活動への参加を積極的に進めます。
　今後、市が進める《地域包括ケアシステム》による施策の具体化に合わせて、地区社協の具体的な取り組みと体
制を強化して参ります。
　このことは、地区社協が中心となり、地域福祉の本来の機能を高めていく必要性を急務としています。
　地区社協内のそれぞれの分野ごとに、具体的な活動目標を定めることが重要であり、事業分野ごとに区分された
５つの事業推進部会の格段のご協力をお願いいたします。

ありがとうございました 
五井地区 

社会福祉協議会賛助会費
　社会福祉に関心を持ち地区社協
の趣旨、目的にご賛同いただいた
多くの方々から435,000円のご
協力をいただきました。
　地区社協の中核を担う、小域福
祉ネットワーク活動やサロン事業
に活用させていただきました。

平成30年度五井地区社協総会が開催されました
　平成30年5月24日（木）、五井公民館で五井地区社会福祉協議会の総会が開かれ、平成29年度の事業報告、決
算報告、監査報告および、平成30年度の事業計画、収支予算案、また、規約、理事、評議員の一部変更を審議し、
原案通り承認されました。また、小域福祉ネットワークの活動紹介も行われ､ 盛会裏に終了いたしました。本号で
その内容をご報告いたします。

皆様からの会費が地域福祉活動を支えています
会
員
募
集
中

住民会員 町会（自治会）を通してみなさまにご協力い
ただいています 一世帯　200円

個人会員 特に社協事業にご賛同いただける個人の皆様
からご協力いただいています 一口　1,000円

団体会員 福祉施設や団体からご協力いただいています 一口　5,000円

賛助会員 地区社協の趣旨、目的にご賛同いただいた
方々からご協力いただいています 一口　1,000円
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特別交付金等
70,000

運営賛助金
435,000

収入　8,545,884円 支出　8,545,884円

前年度繰越及び雑収入
1,385,736

事業費・予備費
1,968,209

事務費・会議費等　
274,286

事業助成金
214,500

運営補助金
1,206,900敬老会事業費

5,233,748
敬老会事業費

5,237,792

次年度繰越
1,065,597

事業費・予備費
1,968,209

敬老会事業費
5,233,748

敬老会事業費
5,237,792

運営費賛助金
500,000

収入　3,118,597円 支出　3,118,597円

前年度繰越・
雑収入

1,066,597

事務・会議費　
470,000特別交付費

30,000

ネットワーク
運営助成金
770,000

特別交付金等
70,000 事業助成金

280,000

運営補助金
1,202,000

事業費
1,360,000

予備費
687,636

運営費賛助金
500,000

前年度繰越・
雑収入

1,066,597

ネットワーク
運営助成金
770,000

運営補助金
1,202,000

事業費
1,360,000

予備費
687,636

基本事業費� 988,949
活動助成費� 123,150
相談支援事業� 30,000

ネットワーク助成金� 576,520
福祉団体共催助成金� 140,000
予備費� 109,590

平成30年度からは、敬老会事業がなくなったため、総事業費は大幅に減っています。

事業費内訳�

単位：円

単位：円

平成30年度から「通いの場」事業が発足しました
〇「通いの場」事業とは
　通いの場とは、高齢者の方々が「日常的に」「お住いの地域で」「地域の方々とふれあう」ことができる場のこと
です。
　地域住民（町会や地域の団体など）が活動の主体となって、地域にある集会所などを活用し、体操などの軽運動
やお茶を飲みながらの歓談、趣味活動など様々な活動を行います。

〇事業による効果
　＊健康や生きがいづくり
　＊閉じこもりの防止と地域住民との交流�
　＊地域のつながり、住民同士の助け合い

　五井地区においても、気軽に集まれる場所を作っていきましょう！
　事業の詳細については、次号に掲載させていただきます。

平成29年度決算報告

平成30年度予算
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私たちは、このような活動で地域を支えています。

広報「つくし」は下記
の場所でも配布してい
ます
・五井支所
・サンプラザ市原
・YOUホール
・中央図書館　
・五井公民館
・保健センター
・福祉会館
・千種コミュニティセンター

お母さんと子どもの楽しいひととき

子育て支援事業（ふれあい子育てサロン）

東海小学校児童による高齢者疑似体験（車椅子）

福祉教育推進事業

五井小学校器楽部の演奏とダンス

高齢者支援事業（敬老会）

かわいい手で募金

地域活性化事業（五井大市）

視察研修　横浜家庭学園

　３月６日（火）、地区社協役員の福祉に対する知識を深め、活動の充実を図るた
めに、32名の参加を得て、横浜市の児童自立支援施設「横浜家庭学園」を訪問し、
研修活動を実施しました。

平成29年度事業報告
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ふれあいいきいきサロン事業
高齢者食事サービス

　ボランティアの方々が、旬の食材を心を込めて調
理しています

毎月第２木曜日11時から　五井公民館
［事前申し込み登録が必要です］
社協事務局にお問合せください

ふれあい子育てサロン事業

子育て会１
ワン

・２
ツー

・３
スリー

毎月第４月曜日10時から　五井公民館
（就学前の乳幼児と母親対象）

小域福祉ネットワーク支援事業
　住民主体の地域福祉活動を推進するため、小学校
区を活動範囲とする「小域福祉ネットワーク」の活
動支援と未設置 1小学校区設立の促進

五井地区小域福祉ネットワーク
　　白金スマイルネットワーク（白金小学校区）
　　わかば福祉ネットワーク（若葉小学校区）
　　東海小・中学校区小域福祉ネットワーク
　　ちぐさ福祉ネットワーク（千種小学校区）
　　国府小学校区小域福祉ネットワーク
　　五井福祉ネットワーク（五井小学校区）

地 域 活 性 化 事 業
地域イベントへの参加協力

広 報 事 業
広報紙『つくし』を年２回発行
啓発ポスター、チラシの作成

福祉教育推進事業
・次代を担う子どもたちの育成
・「花いっぱい運動」を展開
・学校福祉教育支援

相 談 支 援 事 業
あったか相談所五井

　地域福祉部会員や子育て家庭支援員等が生活上の
あらゆる相談にのります。お気軽にご相談下さい。

上記サロン事業開催時に同時開設

月　日 内　  　容
9月13日 血圧と健康体操

10月11日 笑レクタイム、大正琴
11月 8日 会員演芸会
12月13日 青空ひばり、笑ﾚｸ忘年会ﾊﾞｰｼﾞｮﾝ
 2月14日 血圧と健康体操
 3月14日 笑レクタイム、大正琴

月　日 内　  　容
9月3日 こどもの救急法

10月22日 ミニ運動会
11月26日 リトミック
12月10日 人形劇、クリスマス会
 2月25日 おひな様作り、保健師のお話し
 3月25日 閉講式、お楽しみ会
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平成30年度事業計画


